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安全のために必要な以下の内容に同意できない場合、この商品の使用を禁じます。また以下の内容は不
定期に変更されることがあります。最新の情報をアップデートするために、絶えずカブリナ・カイトサーフ
ィンのホームページWWW.CABRINHAKITES.COMをご覧ください。

使用者が18歳以下の場合、両親または保護者に以下の警告やインストラクションに関する項目とユー
ザーマニュアルを読んでもらう必要があります。レッスンを受け、インストラクターかマニュアルを読んだ
者の監督下でしかこの製品を使用できません。

この製品にはその使用に伴い、予期せぬ危険が起こる可能性があります。この製品の使用いかんに関わら
ず、いかなる製品破損や人身事故に関して、使用方法の正否にかかわらず販売店には責任がありません。

カイトサーフィンは激しいスポーツです。パワーカイトやそれにつながるライン、コントロール・エクイップメ
ントは、使用者自身や回りの人々に危険を及ぼす可能性があります。カイトサーフィンを行う際は真剣に、慎
重に取り組み、経験が浅いライダーはプロのインストラクターや経験豊富なカイトボーダーのレクチャーを
受けることをお勧めします。カイトの使用方法が正しくない場合は、ライダー自身や周りの人々に深刻な怪
我を負わす、または最悪の場合には死に至らしめる可能性があります。電線や空港、道路の近くではカイト
を使用しないでください。また、カイトのフライイングラインが人や物に触れないようご注意ください。カイト
は常に見通しの良い場所でご使用ください。風や天候に留意し、特に、オフショアやオンショア、強風時には
注意が必要です。陸上で完全にカイトの操作ができるようになるまで、水上でカイトを使用しないでくださ
い。ライダー自身と周囲の人の安全を守るため、カイトの操作に慣れるよう陸上で充分に練習を行ってくだ
さい。カイトを使用する際の安全面の責任は、すべてライダー自身にあるということを絶えず頭に入れてお
いてください。このスポーツを練習する際には、自己の限界を留意し、無理をしないようご注意ください。海
上でカイトを使用する際には、安全上、必ず保護防具や浮力体を身につけ、カイトとライダー自身をほどけ
ないほどしっかりと繋がないようにしてください。カイトを飛行目的で使用しないでください。

カイトサーフィンの練習上の注意点:

カイトサーフィンはいろいろな種目でレベルに応じて楽しめる多様なスポーツです。しかし、他のスポーツと同様に
先天的な回避しがたいリスクも伴います。カブリナカイトを使用する前に、下記の安全上のキーポイントを覚えてお
きましょう。

• カイトサーフィンは危険を伴うスポーツで、カイトサーフィンの使用者は人体のあらゆる箇所に深刻な怪我を
する怖れがあることを理解してください。

• カイトサーフィンをする際に怪我をする危険性は非常に高く、カイトサーフィンを始めようとする使用者はそ

...次ページへ続く
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co前ページからの続き...

れを理解しなければなりません。

• 未成年は必ず監督者のもとでこの製品を使用して
ください。

• 初心者はまずレッスンを受けることを強くおすすめ
します。

• 使用する前には常にすべてのラインやキャノピー、
ブラダー、ネジ、その他全般に、擦れや引き裂けの
兆しがないかどうかチェックしてください。

• 擦れや引き裂けの兆しが見られた場合、使用する
前にただちにリペアやパーツ交換を行ってくださ
い。擦れや引き裂けに関する質問がある場合は、地
元販売店にお問い合わせいただくか、ホームペー
ジwww.cabrinhakites.comをご覧ください。 

• ライダー自身や他の人が怪我をする可能性がある
状態やカイトサーフィンのいかなるパーツを破損す
る可能性がある状態を絶対に避けてください。安
全に自力で岸に帰って来られる状態を保ってくだ
さい。

• 正規販売店で購入した正規製造パーツを使用して
ください。

• 海の状況やカレント、天気予報など、コンディショ
ンに関して勉強し、そういった情報を出艇する前に
必ず確認してください。オフショアやオンショアで
セイリングする際には注意が必要です。

• 初めてのポイントに行った場合、出艇する前にまず
はそのポイントに慣れることを心掛けてください。
危険なものがないかどうか、地元のライダーに訊
ねましょう。

• 遊泳者や小さな子供など、他のビーチ使用者に注
意してください。ボードとカイトやラインを常にコン
トロールできる状態に保ち、ビーチや海上で風に
吹かれて飛ばされないようにしてください。

• 常に充分な浮力体をつけてください。ウエットスー
ツやUV効果のあるトップスなど、適正なスーツを
身に付けて出艇してください。ヘルメットの着用を
強くおすすめします。

• 絶えず出艇あるいはビーチに戻ってくるタイミン

グを他の人に知らせてから出艇しましょう。セイリ
ングパートナーをみつけ一緒にビーチにいきましょ
う。

• コンディションの変化（風が落ちる、風や波が上が
るなど）に注意し、変化の兆しが見えたときには、常
にビーチに戻ってください。

• ビギナーのうちは自己の限界を超えるコンディショ
ンでカイトサーフィンしないでください。

• この製品は改造や変更をしないでください。

• この製品は海上でカイトサーフィンすることだけを
目的としてデザイン、製造されています。

• この説明注意事項をこれからも参考にできるよう
保管しておいてください。

雪上で使用する際のガイドライン
1) 常に止まったり、人や障害物を避けられるよう、充
分にコントロールを保ってください。

2) 風下やスロープの下にいる人には優先権がありま
す。そういった人を優先する義務があります。

3) 他の人の妨げとなったり他の人から見えにくい場
所で止まらないでください。

4) スタートするときや他のライダーと一緒に滑るとき
には、風上や斜面の上を見て、譲り合いましょう。

5) 道具だけが斜面を下って行かないよう、常に流れ止
め用のアイテムを使用しましょう。

6) 警告や注意の書いてある看板や掲示などをチェッ
クしてください。

7) 滑走可能な場所のみで使用してください。
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イントロダクション

新しいカブリナ・カイトのご購入ありがとうございます。そしてカイトボーディン
グの世界へようこそ。ご存知のとおりカイトボーディングの楽しさは世界中のあらゆる年令の人々を魅了していま
す。もっともダイナミックに急成長している新種のスポーツのひとつということができるでしょう。

それと同時にしっかりとその特徴を理解し、節度をもって行われなければならないスポーツでもあります。そのた
めにカブリナではこのユーザーズ・マニュアルを配付しています。これは新しいカイトを購入されたライダーの方が
カイトに対する知識を広め、安全に使用するために必要なものです。さらにセッティングやメンテナンスなど、新し
いカイトを水上で楽しく、長い間使っていただくためのインフォメーションも多く記載してあります。

実際にカイトをご使用になる前に、このユーザーズ・マニュアルのすべてのページを熟読してください。このマニュ
アルはカイトボーディングのインストラクションを目的につくられたというより、補足的な説明をしているものです
が、ライダー自身および回りの人の安全のためにも必要な事柄が記載されています。
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重要な情報

安全に関する重要な情報
カイトボーディングはいろいろな種目でレベルに応じて楽しめる多様なスポーツです。しかし、他のスポ
ーツと同様に先天的な回避しがたいリスクも伴います。カブリナカイトを使用する前に、下記の安全上の
キーポイントを覚えておきましょう。

安全システムとともにカイトを使用し、その操作に慣れておく必要があります:

オーバーライド2とハーネスループ・クイックリリース・システム。

パワードライブ121(プーリーなし)は付属のマニュアルに沿ってセッティングされ使用されなければなりません。

使用カイトがパワードライブ121(プーリーなし)と互換性があることを確認してください。

常に安全システムを取り付けてカブリナ・カイトを用いてください。

ライダーとカイト、コントロールバー、ラインをどんなときでも離れないよう、堅く接続することはお勧め出来ません。

カイトを飛行目的で使用しないでください。

テンションのかかった状態にあるすべてのラインに決して触れないでください。ラインにテンションのかかった状
態のカイトに触れないでください。

空気の入った状態で使用していないカイトは、必ず砂や何か重い尖っていない物を置いて安全を確保してくださ
い。充分と思われる以上に重たい物を置くことをお勧めします。(カイトの取扱い、情報の項参照)ライダーが
いなくても、空気の入ったカイトは飛ぶ恐れがあるので、充分に自己や周りのものに注意を払ってください。
突然カイトが飛行してしまった場合、周りの人に深刻な怪我を与え、死に至らしめる可能性があります。

ーマニュアルを熟読し、すべての項目に同意する必要があります。

フライイングラインや安全システム、カイト、ボードなどのギアは、きちんとセッティングされていること、きちんと
作動することといった項目を、使用前に必ずチェックしてください。

安全のためのギア
以下のプロテクション用ギアの使用を強くおすすめします：

• ヘルメット

• ライフジャケット、インパクトベストなどの浮力体

• ネオプレイン製ウエットスーツ

• グローブ

• ブーツなど足を保護するもの

• 目を保護するもの

• 安全用ナイフ

• 日焼け止め
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重要な情報
風と海面、天候について／風早見表

風と海面、天候について
• 風のパワーを過小評価しないでください。
• 不意の天候の変化に気を付けてください。
• オフショアやオンショアのコンディションでカイトボーディングしないでください。 
• 強風やガスティな風でカイトボーディングしないでください。
• 特にビギナーのうちは波のあるコンディションでは注意が必要です。
• 潮の満干やカレントを調べましょう。
• 自己のレベルを認知しましょう。自己の限界を超えるコンディションではカイトボーディングをしないでくだ

さい。
• 外気温や水温について前情報を得て、自然要素から身を守りましょう。
• 嵐のなかでこの製品を使用しないでください。
• 必要に応じて風速計を用いましょう。
• オーバーサイズになるカイトを使用するのはやめましょう。風の早分かり表を使い、最適なサイズのカイト

を選びましょう。常識の範囲内で無理をせず、サイズの決定に不安が残るときには小さいサイズを選びまし
ょう。

• カイトに装備したクイックリリース（QR）とオーバーライド・システムを体力的または身体的に操作できる状
態にあることを確認してください。カイトとコントロールシステムは体重75kgのライダーを基準にデザイン
されています。またこの製品は以下のAFNOR KS15 N44にある必要事項に適合し、さらにそれを超える
ようデザインされています。 

  - 第１にオーバーライド・ボールがエンゲージされていないとき、ライダーの体重に関わらずオーバーライド・
システムは作動する。

  - 第２にQRは体重75kgのライダーがかける最大加重に基づき必要事項に関してテストを行っています。

 75kgを超えるライダーは軽量なライダーに比べてQRを作動させるために、より多くの力が必要となりま
す。さらに風の強さとQRを作動させるための力にも関係があります。体重と安全システムとの関係につい
て、カブリナ正規販売店などにアドバイスを求めてください。
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重要な情報
ライダーのレベルの認知

ライダーのレベルの認知

• きちんとしたインストラクションなしでカイトボーデ
ィングしないでください。

• 一人でのライディングは禁止です。

• ランチングやランディング、ライディングを行う際に
はパートナーと行うか、ビーチで絶えず観察してくれ
る人が必要です。

• この商品を使用する前に良好な健康状態である必
要があります。

• 実際のカイトを飛ばす前に、サイズの小さい『トレー
ニング・カイト』でカイトを飛ばす練習を行います。

• 『トレーニング・カイト』で充分に練習を重ねること
によって、より安全に上手にカイト操作を行うことが
できるようになります。

• この商品を水上または水際で使うためには上手に泳
げなければなりません。

• 自己レベルには風と海面のコンディションと大きな
関係があるということを理解してください。コンディシ
ョンに合わせて正しい道具のチョイスをしましょう。

• 泳いで帰れないほど沖ではカイトボーディングしな
いでください。

• 絶えず体力の温存をはかってください。疲れ切る前に
カイトボーディングのセッションを終了してください。

• 実際にカイトボーディングを行う前に安全上の予防
策を頭に入れておいてください。ランチング、ランディ
ング、フライイングの方法、および水上で使用する際
の注意、レスキューの方法など。

• カイトをランチングする前に安全システムを理解して
おく必要があります。

• カイトを海の近くで使用する前に、自己レスキューの
方法を身につけてください。

• インフレータブルカイトを扱ったことがない人にラン
チングやカイト・キャッチをさせないでください。そう
いった人や回りの人、ライダーに怪我を負わせてしま
う恐れがあります。

• 安全上の責任は全てライダーにあります。

カイトボーデイングに適した場所

• 地域の法律や決まり、規則に従い、使用可能な場
所でこの製品を使いましょう。

• 天候やローカルルールについて、地元のライダーの
話を聞きましょう。

• カイトをランチングさせる前に必ず周囲をチェック
してください。

• この商品を使用する際にはランチングやランディン
グに広いスペースを必要とすることを理解してくだ
さい。

• カイトを使用する際、ライダーの左右、風下に少な
くとも100mのスペースが必要です。特に風下には
充分にスペースをとってください。

• 特にランチングする場所では風向きに絶えず注意
する必要があります。

• 浅いリーフや飛び出しているリーフ、岩のある場所
で行わないでください。

• 潮回りに注意してください。干潮時にはビーチの様
子が変わり、今までになかった障害物があらわれ
る可能性があります。

• 電線や電柱、木、人、ペット、建物、車、道路、尖った
ものがある所、空港の近くではカイトを使用しない
でください。

• 人の多いビーチや波打ち際では使用しないでくだ
さい。

• 歩道や人の通る場所にラインが渡らないようにし
てください。

• ライダーとカイトの間を他の人が通過しないように
してください。

• ウインドサーフィンやジェットスキーなどの他のマ
リンスポーツを行っている人、海水浴を行っている
人、浮遊物に対して充分に注意してください。

• ランチングの前には、ランチング場所以外にも安全
にランディングできるスペースを確認してください。
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重要な情報

カイトのケア
エクストリーム性の高い性質を持つカイトボーディングでは、カイトの運搬やセッティングの際にも安全ギアと同
様にすべてのギアをしっかりと扱わなければなりません。

セッションの準備
• 安全のための道具（ヘルメットなど）が壊れていないか、通常の働きをするか確認しましょう。

• カイトやコントロールシステムをこまめにチェックし、空気もれや引き裂け、キャノピーやバテンの擦れ、レコン
システムの異常をいち早く発見するようにしましょう。フライイングラインにも擦れやほどけない結び目がな
いことを確認します。これがフライイングラインの寿命に影響を与えます。

• アスファルトやセメント、砂利など、摩擦の大きい所でセッティングするのは止めてください。道具を痛める恐
れが多分にあります。砂や芝生の上でセッティングするのが理想です。摩擦の大きい所でセッティングした際
に生じたダメージは保証範囲外となります。

• キャノピーを破いたり、バテンやリーディングエッジの空気もれを起こすような、尖ったもののある所でセッテ
ィングしないでください。

• フライイングラインを尖った物のあるところで広げないでください。

• セッティング中は砂や砂袋でカイトを安全に保管してください。カイトを傷つけるような尖ったものや岩、摩
擦を起こすようなものからカイトを遠ざけてください。

セッションの途中で
• 長時間、空気を挿入したカイトを人の手から離れた状態でビーチに放置しないでください。風がシフトしたり
風向きが変わることによって、カイトの安全性が保たれなくなり飛んでいってしまう恐れがあります。

• 空気を挿入した状態のカイトを（重りを乗せていても）長時間ビーチで風に吹かれた状態にしないでくださ
い。これによってトレーリングエッジが絶えず風に吹かれた状態となり、カイトを痛めたりブライダルやコント
ロールラインを絡める原因となります。もし長時間ビーチにカイトを置かなければならないときは、バテンや
トレイリングエッジなど、カイトの広範囲に砂を乗せバタつきをなくした状態にしてください。

• 長時間、太陽光線のもとにカイトを広げておかないでください。セッションの合間にはカイトを安全に保管で
きる日陰を探してください。使用していないときは片付けましょう。

正しい収納方法
• 真水でカイトを洗い、よく乾かした後、丸めて収納することをお勧めします。 

• 濡れているときにカイトを丸めないでください。

• 収納前には異物や砂を取り除き、カイトをきれいな状態にしてください。

• カイトがきれいな状態で乾いたら、購入時に入っていたバッグに入れ、乾いた涼しい所に保管してください。

• カイトが入ったバッグの上に重たいものを置かないでください。

• 空気を挿入したカイトを車の中や車上の収納ボックスに入れたままにしないでください。気温の変化によっ
てカイトが破裂する恐れがあり、これによって内蔵ブラダーは深刻なダメージを受けます。

• 真水を溜めたバケツにコントロールシステム全体（ラインをバーに巻いたまま）を5分つけるという方法で、使
用するごとにコントロールシステムを洗ってください。その後、完全に乾かしてください。

• コントロールバーが完全にきれいで乾燥した後、購入時に入っていたバックに入れ、乾燥した涼しい場所に
保管ください。
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